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アクセス

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾1833

茅ケ崎駅､湘南台駅から
神奈中バス｢文教大学｣下車､停歩8分院内は消毒を実施し、会場内に

消毒液を設置します。座席は
間隔を確保し、換気を常時行ないます。

感染対策のため、来場時はマスクを！

　認知症を患うと、喪失感や不安感に悩ま
されることがあります。しかし、人生の「輝い
ていたあの頃」に焦点を当てて話すこと
で、和らぐ場合もあります。家族だからこそ
できる思い出話のコツなどをお伝えします。

不安を和らげる話の聞き方～家庭で出来る心安らぐ思い出話～

医学講座 参加無料参加無料

４月10日（土）14：00～15：00
湘南さくら病院 1階 作業療法室

日 時

会 場

講 

師

湘南さくら病院
リハビリテーション科
嶋木 貴章 
　　　　　作業療法士

お問合せ
湘南東部総合病院（地域連携室直通）
☎0467-８9-3633
茅ヶ崎市西久保500

ＱＲコードからホームページへ！

「オンライン医学講座」は、事前に
申込みをして、準備
することで、無料で
参加ができます。

詳しくは、
湘南東部総合病院の
ホームページ
をご確認ください。

申込制（先着100名・４/13火15：00まで）です　近年、常に男性のがん患者数の上位に
ある「前立腺がん」。これに対する手術支援
ロボット『ダ・ヴィンチ』の実力は、いかなるも
のか。さらに、人間が感じる最も強い痛みの
一つとされる「尿路結石」。そのレーザー治
療について、泌尿器専門医がお話しします。

根治が望める最前線の前立腺がん治療
　　　　　／安全性・確実性が高い尿路結石治療

参加無料参加無料オンライン医学講座
４月14日（水）1３：00～13：45日 時

会 場

講 

師

湘南東部総合病院
泌尿器科 科長
下平 憲治 医師インターネット配信により各ご自宅で

脳ドックの受診は…
湘南東部総合病院

☎0467（83）9192

50歳以上で、脳ドックを
受けたことがない
健康診断で、次のことを
指摘された

血縁者で脳卒中に
なった人がいる
お酒をたくさん飲む
愛煙家またはかつて
ヘビースモーカーだった
ストレスが多い
塩辛いものまたは
脂っこいものが好き
最近、肥満傾向にある
頭痛もちである

■高血圧      ■高尿酸血症
■脂質異常（高脂血症） ■高血糖

脳ドック　　　脳ドックを
受けてほしい方
是非とも

病
を
お
も
ち
の
方
は
、
継
続
し
た

厳
重
な
治
療
と
、
数
年
ご
と
の
脳

ド
ッ
ク
の
受
診
を
推
奨
し
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
脳

ド
ッ
ク
と
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い

た
専
門
治
療
が
可
能
で
す
。
脳
の

病
気
の
心
配
事
は
、気
兼
ね
な
く
、

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
脳
ド
ッ
ク
や
、
脳
神
経
外
科
の

受
診
は
、湘
南
東
部
総
合
病
院
へ
。

受
診
予
約
専
用

☎
０
４
６
７・８
３・９
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９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

〈
茅
ケ
崎
駅
等
か
ら
無
料
バ
ス
有
〉

　

仮
に
、
脳
ド
ッ
ク
で
異
常
が
見

つ
か
っ
て
も
、
多
く
の
場
合
は
す

ぐ
に
悪
化
し
な
い
た
め
、
経
過
観

察
と
な
り
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

と
定
期
的
な
追
跡
検
査
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
稀
で
す
が
、
悪
化
の

危
険
性
が
あ
り
、
症
状
が
な
い
段

階
で
投
薬
や
手
術
の
検
討
を
要
す

る
も
の
も
存
在
し
ま
す
。
そ
の
際

は
、
専
門
医
と
十
分
に
相
談
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
脳
ド
ッ
ク
で
異
常
が

見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
生
活
習
慣

　
︱
︱
︱
そ
れ
ら
の
検
査
で
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
代
表
的
な
病

気
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
で
見
つ
か

る
病
気
は
、『
隠
れ
脳
梗
塞
（
無

症
候
性
脳
梗
塞
）』『
隠
れ
脳
出
血

（
無
症
候
性
脳
出
血
）』『
未
破
裂

脳
動
脈
瘤
』『
脳
腫
瘍
』『
脳
の
血

管
奇
形
』『
認
知
症
』
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
頸
動
脈
エ
コ
ー
で
は
、

『
頸
動
脈
狭
窄
症
』
や
『
頸
動
脈

閉
塞
症
』
の
検
出
が
可
能
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
、
動
脈
硬
化
の

程
度
を
評
価
し
て
、
脳
梗
塞
の
危

険
性
も
判
定
で
き
る
有
用
な
検
査

で
す
。

隠
れ
た
脳
梗
塞
も

発
見
！

　
︱
︱
︱
脳
ド
ッ
ク
で
は
、
ど
の

よ
う
な
検
査
を
す
る
の
で
す
か
？

　
「
脳
ド
ッ
ク
の
特
徴
的
な
検
査

に
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頸
動

脈
エ
コ
ー
な
ど
の
画
像
検
査
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
寝
て
い
る
だ
け
で
行

な
う
こ
と
が
で
き
る
検
査
で
、
検

査
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
15
～
20
分
前

後
で
す
。

　

し
か
し
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｍ
Ｒ
Ａ
は
、

実
施
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
」

し
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
に
は
何

が
で
き
ま
す
か
？

　
「
未
然
に
そ
の
危
険
性
を
把
握

す
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
、『
脳

ド
ッ
ク
』
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧

／
高
脂
血
症
／
糖
尿
病
な
ど
）
を

お
も
ち
の
方
や
、喫
煙
者
な
ど
は
、

脳
の
病
気
が
存
在
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
＝
下
表
参
照
」

専
門
医
が
い
る
か
ら
、治
療
と
な
っ
て
も
安
心

あ
り
、
非
常
に
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
脳
卒
中
は
発

症
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
脳
卒
中
を
発
症

　
（
勝
野
医
師
・
以
下
同
）「『
脳

卒
中
』
は
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
の
総
称
で
、『
寝

た
き
り
』
に
な
る
原
因
の
１
位
で

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
日
本
脳
ド
ッ
ク

学
会
認
定
施
設
）。
脳
神
経
外
科
の
診
療
も
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
検
査
結
果
に

よ
っ
て
治
療
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
適
切
な
対
応
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
同
院
で
脳
神
経
外
科
部
長
を
務
め
る
勝
野
亮
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

キ
リ
ト
リ

！チェックポイント

！チェックポイント

チェック
ポイント

チェック
ポイント

脳ドック受診の際には
検査項目
■基本的な内容がそろっているか？
■自分が受けたい精密検査の有無は？
検査結果
■責任医師が常勤しているか？
■脳神経外科の専門医が担当しているか？

検査後のフォロー体制
■定期検査（数年ごとなど）は可能か？
■追加検査が必要になった場合、
　専門診療科や精密検査があるか？

病院施設に関して
■高性能の機器を設置しているか？
■日本脳ドック学会などの認定施設か？

く
だ
さ
い
＝
右
表
参
照
。

　

中
で
も
、
脳
神
経
外
科
を
中
心

と
し
た
診
療
体
制
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー
に
関

わ
り
ま
す
。
ま
た
脳
ド
ッ
ク
は
、

定
期
受
診
も
大
切
に
な
り
ま
す
の

で
、
自
分
に
と
っ
て
よ
り
良
い
医

療
機
関
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

負
担
は
楽
な
は
ず
で
す
。

　

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
は
、
実
施
医

療
機
関
（
病
院
な
ど
）
か
、
脳
神

経
外
科
の
外
来
で
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
最
近
で
は
、
脳
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関
が
増
え
て

い
ま
す
の
で
、
選
ぶ
際
に
は
、
い

く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
て
み
て

た
現
在
で
も
、
こ
れ
ら
を
全
て
の

病
気
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
脳
の
再
生

や
移
植
は
、
で
き
ま
せ
ん
。

　

脳
と
い
う
臓
器
は
、
代
わ
り
が

な
く
、
大
き
な
病
気
を
発
症
す
る

と
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る

の
で
す
。

予
防
で
通
院
の
方
が
楽

介護が必要になった原因の病気・けがの割合

認知症

衰弱骨折・転倒

関節疾患
心臓病

呼吸器疾患

がん

糖尿病

パーキンソン病
脊髄損傷
視覚・聴覚障害

その他・不明など 17.6％12.6％

12.8％
12.5％

10.8％

4.5％

2.7％

2.6％

2.5％

2.3％
1.5％

1.4％

厚労省・国民生活基礎調査（2019年）
「現在の要介護度別にみた介護が必要となった
主な原因の構成割合」を基に作成

16.1％
脳卒中

で
元
気
だ
っ
た
人
に
、
急
に
発
症

し
、
命
の
危
険
に
さ
ら
し
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
し
て
し

ま
う
こ
と
で
す
。

　

他
の
臓
器
の
病
気
の
よ
う
に
、

悪
い
部
分
を
取
り
除
く
治
療
は
難

し
く
、
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
と
し

て
も
、
生
活
の
質
を
大
き
く
低
下

さ
せ
ま
す
。
元
の
身
体
状
態
ま
で

回
復
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
し
ょ

う
。

　

脳
卒
中
の
発
病
で
は
、
約
半
数

が
亡
く
な
る
か
、
介
護
を
必
要
と

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

は
、
脳
卒
中
と
い
う
病
気
は
、
一

度
発
症
し
た
ら
、
重
度
の
後
遺
症

が
残
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
命
を
取
り
留
め
た
と
し

て
も
、
依
然
と
し
て
危
険
な
病
気

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
、
脳
卒
中
の
発
症
を
予
防
す

る
た
め
に
、「
脳
ド
ッ
ク
」
の
有

用
性
が
さ
け
ば
れ
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護
費
（
循
環
器
系
）
に

お
い
て
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
続

い
て
い
ま
す
（
厚
労
省
資
料
）。

　

こ
の
内
容
か
ら
わ
か
る
こ
と

　
「
脳
卒
中
」（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
・

く
も
膜
下
出
血
）
は
、
介
護
が
必

要
に
な
る
原
因
と
し
て
、「
認
知

症
」
に
次
い
で
多
い
病
気
で
す
。

生
活
の
質
が
低
下

　

脳
卒
中
は
、
突
然
発
症
し
、
命
を
取
り
留
め
た
と
し
て
も
、
大
き
な
後
遺
症
を

抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
医
療
費
や
介
護
費
が
か
さ
み
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、生
活
の
質
は
低
下
し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。「
脳

ド
ッ
ク
」
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
脳
卒
中
の
突
然
の
発
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●医学博士
●日本脳神経外科学会
　　　　　　専門医・指導医
● 日本脳卒中学会
　　　脳卒中専門医・指導医
● 日本脳卒中の外科学会
　　　　　　　 技術指導医
● 日本神経内視鏡学会
　　　　　　　 技術認定医

勝野 亮医師
湘南東部総合病院
        脳神経外科  部長

　

脳
の
病
気
で
怖
い
の
は
、
心
臓

の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
昨
日
ま

　

薬
物
療
法
や
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
、
さ
ら
に
は
、
再
生
医
療
や
移

植
医
療
が
、
目
覚
ま
し
く
発
達
し

　

脳
卒
中
の
初
期
症
状
は
、
目
の

か
す
み
、
頭
痛
、
手
足
の
し
び
れ

な
ど
多
岐
に
及
び
、
こ
れ
ら
は
何

気
な
い
日
常
の
中
で
、
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。

　

脳
卒
中
は
年
を
重
ね
る
ご
と

に
、
発
症
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
脳
卒
中
を
発
症
し
て
か
ら
治

療
の
た
め
に
病
院
へ
通
う
よ
り

も
、
予
防
の
た
め
に
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
に
病
院
へ
通
う
方
が
、
肉
体

的
・
精
神
的
な
苦
痛
や
経
済
的
な

代
替
え
が
で
き
な
い

　
　
脳
の
病
気
は
発
症
前
が
大
事
！

　
　
　
　
　
自
ら
定
期
的
に
脳
の
状
態
を
検
査
し
て

取
材
協
力

「
脳
ド
ッ
ク
」で
脳
卒
中
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

湘
南
東
部
総
合
病
院 

脳
神
経
外
科
部
長
　
勝
野 

亮 

医
師
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通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
歩
行
訓
練（
上
）、理
学
療
法（
下
）

　

○
…
座
右
の
銘
を
「
医
療
は

優
し
く
、医
学
は
厳
し
く
」
と
し
、

東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
や
母

校
の
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附

属
病
院
、
さ
ら
に
は
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
で
の
経
験
な
ど
を
経
て
、
昭

和
大
学
横
浜
市
北
部
病
院
循
環

器
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
。
退
職
後

は
、
湘
南
エ
リ
ア
で
の
医
療
活

動
に
も
力
を
入
れ
、
２
０
１
３

年
か
ら
は
、
茅
ヶ
崎
に
あ
る
湘

南
東
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
、

そ
し
て
現
在
は
、
藤
沢
に
あ
る

「
テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．メ
デ
ィ

カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
院
長
と
し

て
、
外
来
診
察
の
ほ
か
、
院
内

の
安
全
・
感
染
対
策
、
職
員
の

健
康
維
持
を
は
じ
め
と
す
る
全

体
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
…
「
カ
ル
テ
は
本
来
、
患

者
さ
ま
の
た
め
に
あ
る
べ
き
医

療
記
録
で
す
の
で
、
ど
の
よ
う

な
検
査
や
治
療
を
行
な
っ
て
、

今
ど
の
よ
う
な
状
態
か
を
、し
っ

か
り
と
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う

に
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

検
査
結
果
を
紙
で
渡
し
た
り
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
ご
家
族
と
の

面
談
も
行
な
い
、
治
療
や
薬
の

内
容
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
」。

湘
南
エ
リ
ア
の
特
徴
と
し
て
、

通
院
者
が
自
身
の
病
歴
や
体
調

に
つ
い
て
、
把
握
が
不
十
分
の

場
合
が
あ
る
こ
と
を
心
配
し
て

お
り
、「
治
療
は
患
者
さ
ま
ご
自

身
の
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す

の
で
、
患
者
さ
ま
の
ご
満
足
・

納
得
の
い
く
医
療
の
た
め
に
は
、

医
師
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
も

一
緒
に
な
っ
て
、
抱
え
て
い
る

病
気
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」。
真
摯

な
表
情
で
話
す
眼
差
し
に
は
、

優
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

○
…
同
院
に
は
、
内
科
な
ど

の
外
来
診
療
の
ほ
か
、
透
析
治

療
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

が
あ
り
ま
す
。「
通
い
の
も
の

で
す
と
、
別
の
病
院
に
主
治
医

を
も
つ
患
者
さ
ま
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
、
医
療
連
携
が
と
て
も
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
患
者

さ
ま
の
た
め
に
、
よ
り
丁
寧
な

地
域
医
療
の
提
供
に
努
め
て

い
き
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

上村 茂 院長
 （うえむら しげる）　　　　

ティー．エイチ．ピー．メディカルクリニック
【循環器・内科】

医学博士
日本小児科学会 専門医
日本小児循環器学会 専門医
小児慢性特定疾病 指定医
難病指定医（内科、循環器科）

 

一つ
ひ
と
つ
の
行
為
は

   

「
患
者
さ
ま
の
満
足
の
い
く
治
療
」の
た
め

こ
の「
人
」に
聞
く

メンタルヘルスデイケア／身体プログラム

て
い
く
こ
と
が
、
効
果
的
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ

イ
ケ
ア
の
利
用
期
間
や
通
い
始
め

る
時
期
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
は

直
接
ご
相
談
を
。
個
別
の
対
応
を

行
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
倒
対
策
な
ど
を
強
化

　

ま
た
Ｔ
Ｈ
Ｐ
に
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

　

歩
い
て
い
る
時
や
、
ふ
と
し
た

瞬
間
に
つ
ま
ず
く
機
会
が
増
え
た

ス
デ
イ
ケ
ア
は
、
近
隣
の
企
業
産

業
医
の
先
生
、
あ
る
い
は
開
業
医

の
先
生
か
ら
、
患
者
さ
ま
の
ご
紹

介
を
受
け
て
お
り
、
復
職
な
ど
を

目
指
さ
れ
て
い
る
方
が
、
少
し
ず

つ
前
向
き
さ
を
取
り
戻
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

現
在
、
当
院
で
は
、
リ
ワ
ー
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
力
を
入
れ
、
回
復

の
た
め
に
、
身
体
運
動
系
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
講
座
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
合
せ
、
よ
り
良
い
ケ
ア
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
得
た
体
験
的
実
感

を
手
掛
か
り
に
、
回
復
を
目
指
し

低
下
、孤
独
と
怒
り
な
ど
に
対
し
、

Ｔ
Ｈ
Ｐ
で
は
、
治
療
的
環
境
の
中

で
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
癒
し

を
は
か
り
、回
復
を
目
指
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
問
題
や
状
態
な
ど
に

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た

も
の
を
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
考

え
て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
院
長
・
上
村
茂
医
師

＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹

介
＝
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
て
い

ま
す
。「
当
院
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

の
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
で
は
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
デ
イ
ケ
ア
」
を
開
設
し
、
環

境
に
あ
る
ス
ト
レ
ス
が
、
個
人
に

内
在
化
し
蓄
積
し
た
結
果
、
体

力
・
気
力
の
低
下
、
精
神
的
な
不

調
を
起
こ
し
て
い
る
人
に
、
適
切

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
支
援
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
的
実
感
を
得
る

　

自
信
の
喪
失
、
体
力
と
気
力
の

　

現
代
の
ス
ト
レ
ス
社
会
で
は
、

か
つ
て
よ
り
も
精
神
保
健
（
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
）
の
重
要
性
が
問
わ

れ
、
企
業
や
社
会
に
お
い
て
、
そ

　

藤
沢
駅
北
口
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る「
テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

（
以
下
、
Ｔ
Ｈ
Ｐ
）
に
は
、
定
期
的
に
通
い
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
回
復
を
目
指
す
「
デ
イ

ケ
ア
」や
、身
体
機
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
７
階
建
て
の
ビ
ル
で
は
、
同
院
の
外
来
診
療
（
内
科
ほ
か
）
や
、
人
工
透
析

治
療
な
ど
も
行
な
っ
て
お
り
、
総
合
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

通所
リハビリ

メンタル
ヘルス

人
は
、
足
の
筋
力
や
、
筋
肉
の
柔

軟
性
が
低
下
し
、
バ
ラ
ン
ス
能
力

も
衰
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
転
ば
な
い
体
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
次
の
内
容
が
大
切
で
す
。

▽
普
段
か
ら
こ
ま
め
に
動
く

▽
硬
く
な
っ
た
体
を
ス
ト
レ
ッ
チ

　
な
ど
で
ほ
ぐ
す

▽
弱
っ
て
き
た
筋
肉
を
向
上
さ
せ

　
る
運
動
を
行
な
う

　

Ｔ
Ｈ
Ｐ
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
効
果
的
に
運
動
で

き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
そ
ろ

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
っ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
所
属
の
理

学
療
法
士
や
言
語
聴
覚
士
が
中
心

と
な
っ
て
組
み
立
て
ま
す
。

　

上
村
院
長
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
時
間

を
も
て
余
す
こ
と
が
な
い
ぐ
ら

い
、
次
々
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な

し
て
い
く
方
や
、
そ
の
日
の
体
調

に
合
わ
せ
て
ス
タ
ッ
フ
と
内
容
を

調
整
さ
れ
る
方
、『
次
は
こ
れ
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
』
と
意
欲
的
に

課
題
を
増
や
し
て
い
く
方
な
ど
、

当
院
で
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
行
な
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
で
過
ご
す
時
間
に
は
、

ご
家
族
の
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う

に
、
家
庭
へ
の
介
護
指
導
や
、
用

具
の
提
案
も
行
な
い
ま
す
。

　

当
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

外
出
を
た
め
ら
い
が
ち
で
す
が
、

運
動
習
慣
を
つ
く
り
、
続
け
て
い

く
た
め
に
も
、
当
院
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」と
話
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．

　
　
　
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
０
４
６
６・２
５・５
９
１
１

藤
沢
市
藤
沢
４
９
８      〈
取
材
協
力
〉

JR線 北口
藤沢駅小田急江ノ島線小田急江ノ島線

ダイエー

さいか屋

銀座通り

ココ

【施設概要】
名称：湘南ふれあいの園／種別：一般型特定施設入居者生活介護／構造：鉄
筋コンクリート造・地下１階地上12階（居室フロアは５階～９階）／居室数：
全81室／居室面積：21㎡～48㎡（居室タイプによる）／入居資格：原則65
歳以上の自立・要支援・要介護（一人入居または夫婦入居）／入居一時金：
1990万円～4420万円（お一人の場合）、3420万円～5050万円（ご夫
婦の場合）、月額利用料：21万5900円～23万7900円（お一人の場合）、
34万9300円～36万5800円（ご夫婦の場合）、それぞれ管理費・食費・水
光熱費を含む（注）要介護認定者の場合、介護保険の１割～３割の別途負担
あり／全室共通施設：IHキッチン・浴室・トイレ・クローゼット・ランドリース
ペース／協力医療機関：茅ケ崎中央病院・湘南東部総合病院・茅ケ崎新北陵
病院／事業主体：（有）湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021.4.30

徒歩

分

茅ケ崎駅4

☎0467-86-6534
（受付時間 ９：００～１８：００）

介護付有料老人ホーム
湘南ふれあいの園

茅ヶ崎市茅ヶ崎２-２-３
「湘南ふれあいの園」のラウンジ（３階）で、
無料セミナー『失敗しない老人ホームの選び方』を
開催しています。　※定員10名・完全予約制

４月の開催予定日

無料セミナー好評開催中！

·４/10（土）14：00～
·４/17（土）14：00～ 注：写真はイメージです。

介護と医療が一体となった高齢者施設です。
併設の病院「茅ケ崎中央病院」（医療法人社団 康心会）にて、
持病の定期通院、予防接種、健康診断、人工透析などの治療
が受けられるので、将来の健康不安を抱えることなく、
セカンドライフを満喫できる住環境です。
周囲には、市役所・文化会館・ショッピングセンター・飲食店などが
立ち並び、駅まで４分の好立地にあります。

介護付有料老人ホーム
湘南ふれあいの園
介護付有料老人ホーム
湘南ふれあいの園

入居対象
●月額管理費  お一人の場合 21万5,900円～

ご夫婦の場合 34万9,300円～
●入居一時金　お一人の場合 1,990万円～　

ご夫婦の場合 3,420万円～　

６５歳以上の全ての方
検 索湘南ふれあいの園

施設見学・短期
利用も！

実際の居室が
見学できます

。

ショートステイ
も随時、受付中

！！

是非、お気軽に
ご相談ください

。

オープンから１年未満の
新築施設！

●  立地や利便性を実感できる 
●  実際にご入居されている方の
　生の声が聞ける
●  浴室やキッチン、トイレ
　などの使い勝手を
　体感できる
●  音・室温・においなど、
　見えない部分を
　確かめられる
●  イメージではなく、
　実際のサービス
　としてご自身の体験に残る

　など、体験入居の　メリットはいっぱい！！

（最大２泊３日まで）

当ホームのスタッフによる
心を込めた介護やケアを
ご体感ください。

１泊
３食付

スタート‼

１１，０００円1日につき
限定１組さま

体験入居キャンペーン

テ
ィ
ー
．エ
イ
チ
．ピ
ー
．メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

生
き
生
き
・
活
動
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
イ
ケ
ア
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

2



オープンキャンパスでは看護体験も聴力検査の授業にて臨場感ある講堂での国試対策

下田看護専門学校湘南医療
大学附属

静岡県下田市柿崎289 135
下田港 寮寮

学校学校

静岡県

伊豆急下田駅から
徒歩30分

（イベント時は送迎バス有）

下田看護

伊豆急行線
伊豆急下田駅

学校説明会などの
イベントの予定は、

ホームページをご覧ください♪

１
１
０
回
看
護
師
国
家
試
験
」（
２

月
14
日
実
施
）
を
受
験
。
例
年
合

格
者
を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
し
、
実
習
日
程
の
変
更

が
あ
っ
た
り
と
、
未
曾
有
の
環
境

の
中
で
、
学
生
た
ち
は
落
ち
着
か

な
い
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
校
で
は
、
教
職
員
が
一

　

春
は
、
国
家
試
験
と
そ
の
合
格

発
表
が
あ
り
ま
す
。
下
田
看
護

専
門
学
校
で
は
３
年
生
が
「
第

コ
ロ
ナ
禍
で
も
！
手
厚
い
国
試
対
策

湘
南
医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学
校

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11

茅ケ崎駅北口から
徒歩18分

（国道１号沿い）
10：00～10：00～
4/3土4/3土

茅ケ崎駅

1

南湖１丁目鳥井戸橋

ココ
学校説明会学校説明会

10：00～10：00～
4/24土4/24土

こ
と
、
聴
く
こ
と
、
解
る
こ
と
、

食
べ
る
こ
と
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
国
家
資
格
の
療
法
士
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
の
「
言
語
聴
覚
学
科
」

で
は
、
言
語
聴
覚
士
と
し
て
医
療

現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養
成

を
、
最
短
の
２
年
間
で
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
在
学
期
間
を
通
し
て
、
医

療
人
と
し
て
自
ら
の
専
門
領
域
に

　
「
言
語
聴
覚
士
」
と
い
う
専
門

職
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
生
き
る

こ
と
に
価
値
を
も
た
ら
す
、
話
す

最
短
の
２
年
間
で「
言
語
聴
覚
士
」に

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390

茅ケ崎駅北口から
神奈中バス

「辻東」停歩５分詳しくはＨＰで！

茅ケ崎駅

1
新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ

辻東

入試過去問
配布します！
入試過去問
配布します！

　13:00～16:00
4/24

CampusCampus
土

OPEN

て
い
る
看
護
学
校
で
す
。
現
役
医

師
に
よ
る
授
業
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

病
院
で
の
本
格
的
な
現
場
実
習
な

ど
、
臨
床
の
即
戦
力
と
し
て
求
め

ら
れ
る
知
識
や
技
術
を
し
っ
か
り

と
身
に
付
け
ら
れ
る
環
境
で
す
。

　

同
校
で
は
、
一
年
次
か
ら
国
家

試
験
対
策
を
始
め
、
チ
ュ
ー
タ
ー

制
度
を
導
入
し
、
一
人
ひ
と
り
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
、
同
校
の
様
子
を
知
る

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
神

奈
川
県
下
最
大
級
の
医
療
グ
ル
ー

プ
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

県
下
最
大
級
の
医
療
Ｇ
グ
ル
ー
プ

の
看
護
学
校

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

こ
と
が
で
き
る
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

時
は
４
月
24
日
㈯
13
時
か
ら
16

時
。
当
日
は
、
在
校
生
が
主
体
と

な
っ
て
、
看
護
学
生
と
し
て
の
学

校
生
活
の
様
子
や
、
看
護
師
の
職

業
理
解
な
ど
を
、
学
生
な
ら
で
は

の
視
点
で
伝
え
ま
す
。

　

看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
進
路
を
迷
っ
て
い
る
人
な

ど
は
、
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し

て
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
始
め
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

つ
い
て
主
体
的
に
研
鑽
を
積
む
と

と
も
に
、
他
の
職
種
も
理
解
し
な

が
ら
、
問
題
を
探
求
す
る
チ
ー
ム

医
療
を
学
び
、
成
長
し
続
け
る
姿

勢
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
礎
科
目
か
ら
専
門

科
目
へ
と
、
系
統
的
に
わ
か
り
や

す
く
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
他
分
野
か
ら

の
進
学
者
で
も
、
無
理
な
く
必
要

な
知
識
や
技
術
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校

説
明
会
に
ご
参
加
を
！

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

丸
と
な
っ
て
、
国
家
試
験
対
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
臨
場
感
を
出
す
た
め

に
講
堂
を
使
用
し
た
り
、
試
験
問

題
を
解
く
た
め
の
時
間
配
分
も

丁
寧
に
指
導
を
行
な
う
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
最
後
ま
で
『
看
護

師
に
な
り
た
い
』
と
い
う
気
持
ち

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
う
方
は
、
是

非
本
校
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属

　
　
　
　

    

下
田
看
護
専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

　

当
院
で
の
手
術
は
、
現
在
、

準
備
中
で
す
が
、
今
春
に
は
、

実
施
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

手
術
が
可
能
に
な
る
と
、「
大

腿
骨
頸
部
骨
折
」
を
は
じ
め
と

す
る
骨
折
全
般
や
、「
人
工
関

節
置
換
」
が
必
要
な
変
形
疾
患

な
ど
に
対
し
、
当
院
の
中
で
手

術
を
し
て
、
そ
の
後
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、

一
貫
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
急
性
期
（
命
の
危

険
が
あ
る
状
態
）
の
治
療
で
あ

る
大
き
な
骨
折
な
ど
の
手
術
を

当
院
で
行
な
っ
て
、
さ
ら
に
そ

の
部
位
が
支
障
な
く
動
く
よ
う

に
、
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
な
う
ま
で
、
転
院

す
る
こ
と
な
く
、
同
じ
病
院
内

　

今
年
１
月
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
、
整
形
外
科
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
花
岡
央
泰
（
は
な
お

か
・
て
る
や
す
）
で
す
。

　

私
は
、
一
般
的
な
整
形
外
科

疾
患
を
中
心
に
、
診
療
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
打
撲
・
捻
挫
・

骨
折
な
ど
の
外
傷
全
般
の
ほ

か
、
変
形
性
膝
関
節
症
・
脊
柱

管
狭
窄
症
を
は
じ
め
と
す
る
変

形
疾
患
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

の
運
動
器
障
害
や
、（
他
院
で

の
）
手
術
を
終
え
た
後
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
担
当

し
て
い
ま
す
。

　

現
場
に
立
つ
医
師
な
ど
が
、
健
康
や
診
療
に
関
す
る

内
容
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。

第
６
回
目
は
、
昨
春
、
新
築
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
診

療
内
容
な
ど
を
拡
充
さ
せ
た
「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
で
、
整
形
外
科
を
担
当
す
る
花
岡
央
泰
医
師
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
（
以
下
本
文
、花
岡
医
師
談
）

【午前】８：３０～１１：３０
【午後】１３：３０～１６：３０受付

整形外科 外来診療表

☎0467-23-1111
鎌倉駅西口から徒歩３分

ふれあい
鎌倉ホスピタル

午
後

月

午
前

火 水 木 金 土

1・3・5週

1・3・5週

1・3週

打撲・捻挫・骨折といった外傷全般から、変形性膝関
節症や人工関節置換術などの手術までこなし、術後
のリハビリテーションも担当する整形外科専門医。

Dr.Hanaoka

花岡 央泰
ふれあい鎌倉ホスピタル
整形外科 常勤医師
日本整形外科学会 整形外科専門医
日本整形外科学会 認定リウマチ医
日本整形外科学会 認定運動器リハビリテーション医

Today's hero
！

今回の
主役

Topics

〈
取
材
協
力
〉

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
６
７・２
３・１
１
１
１

鎌
倉
市
御
成
町
９
の
５

で
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身

と
も
に
安
定
し
た
状
態
で
退
院

し
て
自
宅
に
戻
り
、
し
っ
か
り

と
社
会
復
帰
で
き
る
ま
で
、
当

院
に
よ
る
一
元
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
院
で
は
、
在
宅
医

療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
通
院
・

入
院
・
手
術
・
訪
問
診
療
と
い

う
医
療
を
、
鎌
倉
を
中
心
と
す

る
周
辺
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
対
し
、
長
き
に
わ
た
っ

て
提
供
し
、「
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ

ル
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
お

言
葉
を
も
ら
え
る
よ
う
に
、
力

を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

さ
て
当
院
は
、
２
０
２
０
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
い
た
し
ま
し
た
。
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
機
関
と

し
て
、
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
診
療
内
容
を
、
さ
ら
に
拡
充

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

整
形
外
科
で
す
。

　

今
回
、
特
に
外
来
診
療
が
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
今
年

か
ら
、
土
曜
日
を
含
む
ウ
イ
ー

ク
デ
ー
の
ほ
ぼ
毎
日
、
外
来
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
院
診
療
で
は
、
医
師
の
指

示
の
も
と
で
、
国
家
資
格
を
も

つ
経
験
豊
富
な
リ
ハ
ビ
リ
療
法

士
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
が

連
携
し
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
提
供
で
き
る
体
制
を
、
構

築
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
、
さ
ら
に

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

地
域
病
院
と
し
て
、
今
後
も
ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
努
め

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
当
院
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

現
場
の
医
師
が
解
説
！

　
通
院・手
術・入
院・在
宅
と

　
　
　         

一
貫
し
た
医
療
の
実
現

    

花
岡
央
泰 

医
師（
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
）

 

外
傷
、変
形
疾
患

    

リ
ウ
マ
チ
、術
後
リ
ハ
ビ
リ
も

     

回
復
期
ま
で
一
貫
し
た

　
　
　
　
　
　
治
療
の
有
用
性

     

在
宅
へ
の
支
援
も

　
　
　
　
　
　
手
厚
く
対
応

　
　
月
〜
土
曜
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
外
来
開
設

４月27日（火）14：00から
茅ケ崎新北陵病院 2階 多目的室

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

三密を防ぐため、少人数で開催
します。参加希望の方は、お電話で
事前予約をお願いいたします。

完全予約制（定員20名）で開催！

首から肩にかけての突然の痛みには？ ～頚椎症の予防と対策～

講 

師

茅ケ崎新北陵病院
整形外科

豊原 益隆 医師

　首の後ろや、首から肩にかけての痛み
は、「寝違えた」経験などで、誰でも抱えた
ことがあるのではないでしょうか。他の病
気の可能性も含めて、どの程度の痛みが
危険なのかを整形外科医が解説します。

アクセス

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（担当 香川）
茅ヶ崎市行谷583-1

湘南ふれあいの園から無料シャトルバス

茅ケ崎駅

寒
川
駅

1

45
47

404

新湘南バイパス

茅ケ崎
新北陵
病院

シャトル
バス
乗り場

湘南
ふれあいの園

動画の視聴方法は事前にご確認を！

インターネットの動画によって、
パソコンやスマートフォンから
講座に無料で参加できます。

受講方法は、必ず
事前に当院のホーム
ページかお電話で
ご確認ください。

～フレイルを予防して
　　　健康寿命を延ばしましょう～高齢者のフレイル（虚弱）とは？ 

お問合せ
ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9-５

　フレイル（虚弱）が進むと、回復力や
抵抗力が低下し、疲れが改善しにくくな
ります。また、インフルエンザなどの感染
症も重症化しやすい傾向にあります。講
座でフレイルを学び、予防を行なって、
抵抗力を下げないようにしましょう。

インターネット配信により各ご自宅で

参加無料参加無料オンライン医学講座
4月26日（月）14：00～15：00 講 

師

ふれあい鎌倉ホスピタル
外科

小島 淳一 医師

日 時

会 場

3



お問合せ
茅ケ崎中央病院
☎0467-８６-６５３０（代表）
茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

「オンライン医学講座」では、
ご自宅にてインターネットの動画で
無料視聴が可能です。
　　　　　　詳しくは、
　　　　　　QRコード
　　　　　　から当院
　　　　　　ＨＰをご覧ください。

視聴方法はホームページをご確認ください

ホームページ

　胃がんは初期には自覚症状がほとんどなく、
進行すると腹痛・食欲減退・嘔吐が現れます。
大腸がんは、日本でも患者数が増え、便潜血
反応などで発見されることが多いです。これら
を含め、消化器系の中でも胃と大腸の疾患を
中心に、過去の症例も交えてお話いたします。

　～胃がん・大腸がんのお話～消化器系疾患の症状と治療について

参加無料参加無料オンライン医学講座
４月２7日（火）1３：00から日 時

会 場

講 

師

茅ケ崎中央病院
総合診療科
今田 敏夫 院長インターネット配信により各ご自宅で

４月22日（木）13：30～15:00
ふれあい平塚ホスピタル 5階 会議室

日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

総合診療医が教える健診結果の見方～腎臓の機能について～
　「健康診断は受けたけれど、結果はよく
見ていない…」という方はいませんか？健診
結果は生活習慣病を早期発見し、健康的
寿命を延伸するための重要な手がかりと
なります。今回は、健診結果の中でも「腎臓
の機能」に着目し、健診項目の意味や注意
点について、わかりやすく説明いたします。
　講座終了後には、病院長との懇話会も
開催しますので、お気軽にご参加ください。

ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜1-12

JR平塚駅南口から徒歩12分

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134

ふれあい
平塚ホスピタル

アクセス

お問合せ

講 

師

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

宮田 篤志 医師

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

菅井 桂雄 院長

血
管
系
エ
コ
ー
検
査
も
可
能
で
す
。

　

昨
今
で
は
、
紹
介
状
な
し
で
大

き
な
病
院
を
受
診
す
る
と
、
診
察

料
の
ほ
か
に
特
別
料
金
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院

は
、
か
か
り
つ
け
医
療
を
担
う
医

療
機
関
な
の
で
、
紹
介
状
が
な
く

て
も
特
別
料
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て
い

な
い
と
い
う
方
は
、
当
院
医
事
課

（
☎︎
０
４
６
３
・
２
２
・
４
１
０
５
）

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

が
診
察
券
で
い
っ
ぱ
い
』
と
い
う

方
の
場
合
、
同
じ
作
用
の
薬
が
重

複
し
て
処
方
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、『
ど
ん
な
薬
を

飲
ん
で
い
る
の
か
』
な
ど
も
、
か

か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
さ
れ
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
」

紹
介
状
な
し
で
も
ご
相
談
を

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
に
は
、
経
験
豊
富
な
医
師

が
多
く
在
籍
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
医
師
を

か
か
り
つ
け
医
に
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
予
約
診
療
を
行

な
っ
て
い
る
た
め
、
待
ち
時
間
が

少
な
い
上
、
検
査
設
備
も
充
実
し

て
お
り
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
消
化

器
内
視
鏡
検
査
、
心
臓
・
腹
部
・

迷
っ
た
時
は
総
合
診
療
科
へ

　
（
菅
井
院
長
）「『
ど
の
医
療
機

関
を
受
診
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら

な
い
』
と
い
う
方
に
は
、
お
住
ま

い
の
近
く
の
【
総
合
診
療
科
】
を

受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
総
合
診
療
科
で
は
、
健
康
に

関
す
る
ど
ん
な
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
の
で
、
複
数
の
慢
性
疾
患

が
あ
る
方
は
、
そ
の
医
療
機
関
を

『
か
か
り
つ
け
医
』
と
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
複
数
の
医

療
機
関
を
受
診
し
、『
財
布
の
中

　
「
総
合
診
療
科
」の
か
か
り
方
や「
か
か
り
つ
け
医
」

の
選
び
方
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
菅
井
桂
雄
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

頭
痛
で
受
診
、頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

実
施
し
た
ら
脳
腫
瘍
だ
っ
た

❶

かかりつけ医がいない理由  〈複数回答〉かかりつけ医がいない理由  〈複数回答〉ー年齢別（n=530）ー

■
■
■

20～44歳（n=254）
45～64歳（n=199）
65歳以上（n=77）

（％）
80.0

60.0

40.0

20.0

0.0
あ
ま
り
病
気
に

か
か
ら
な
い
の
で

必
要
な
い
か
ら

74.4 72.464.9

22.0

そ
の
都
度
、受
診
す
る

医
療
機
関
を

選
ん
で
い
る
か
ら

28.123.4 20.5

ど
の
よ
う
な
医
師
が

か
か
り
つ
け
医
に
適
し
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら

17.614.3 17.7

か
か
り
つ
け
医
を

選
ぶ
た
め
の
情
報
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

16.114.3 13.4

か
か
り
つ
け
医
を

探
す
方
法
が

わ
か
ら
な
い
か
ら

11.6 11.7

日本医師会
「第７回日本の医療に
関する意識調査」を基に作成

▶経験豊富な医師の中から自分に合った
かかりつけ医を選ぶことができる

▶待ち時間が少ない
▶検査設備が充実
▶紹介状なしでも特別料金がかからない

外来 の 特徴
ふれあい平塚ホスピタルふれあい平塚ホスピタル ０

％
と
、
年
齢
層
が
下
が
る
に
つ

れ
、
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て
い

る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
理

由
」
に
つ
い
て
は
、【
あ
ま
り
病

気
に
か
か
ら
な
い
の
で
必
要
な
い

か
ら
】【
そ
の
都
度
、
受
診
す
る

医
療
機
関
を
選
ん
で
い
る
か
ら
】

と
い
っ
た
回
答
が
上
位
に
あ
が
っ

て
い
る
一
方
で
、【
ど
の
よ
う
な

医
師
が
か
か
り
つ
け
医
に
適
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
】【
か

か
り
つ
け
医
を
選
ぶ
た
め
の
情
報

が
不
足
し
て
い
る
か
ら
】
と
い
っ

た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
医
師
会
が
２
０
２
０
年
10

月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、「
か
か
り
つ
け
医
の
有
無
」

に
つ
い
て
、

【
い
る
】
と
回

答
し
た
人
の

割
合
は
、
全

体
で
55
．２
％

で
し
た
。
年

代
別
に
見
て

い
く
と
、
70

歳
以
上
で
83
．

４
％
、
60
代

で
66
．０
％
、

50
代
で
は
46
．

　

病
気
や
け
が
を
し
た
時
、
最
初

に
受
診
す
る
医
療
機
関
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
決
め
て
い
ま
す
か
？ 

茅ケ崎中央病院
脳神経外科 部長
杉山 誠 医師

で
す
。
手
術
治
療
を
受
け
て
も
、

社
会
復
帰
が
困
難
な
場
合
が
多
い

疾
患
で
す
。

　

脳
ド
ッ
ク
な
ど
で
未
破
裂
脳
動

脈
瘤
の
有
無
を
確
認
し
て
お
く

と
、
事
前
に
治
療
が
可
能
な
場
合

が
あ
り
ま
す
」

査
す
る
に
は
、『
Ｐ
Ｅ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｔ

検
査
』
が
有
効
で
す
」

　
「
転
移
巣
か
ら
原
発
の
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
患
者
さ
ま
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
（
写
真
Ｂ
）。
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
身
の
が
ん
病
変
を
検

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３
☎︎
０
４
６
７
・
８
６
・
６
５

３
０
）
で
脳
神
経
外
科
の
部
長
を
務
め
て
い
る
杉
山
医
師
に
、
扱
っ
て
き
た
症
例

の
中
か
ら
、頭
痛
に
関
す
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
〈
取
材
協
力
〉

群発頭痛群発頭痛
の可能性

ズキンズキンと目を
えぐられるような痛み

片頭痛片頭痛

脈を打つような痛みで
光や音に敏感になる

の可能性

筋緊張性頭痛
の可能性

頭全体がギューと
締め付けられる感じ

慢性的な頭痛の代表例

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は

の
頭
痛
症
状
も
あ
る
よ
う
で
す
。

マ
ス
ク
に
起
因
す
る
痛
み
も

　

こ
の
１
年
程
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
と

し
て
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
中
に
は
吐
い
た
息
が

こ
も
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
が
多

く
含
ま
れ
た
こ
の
空
気
を
、
体
内

に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

脳
内
の
血
管
が
拡
張
し
、
ズ
キ
ズ

キ
と
片
頭
痛
に
似
た
頭
痛
を
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
の
ゴ
ム
ひ
も
に

よ
っ
て
、
側
頭
部
の
筋
肉
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
り
、
顔
か
ら
頚
部
の

筋
肉
に
ま
で
緊
張
が
ひ
ろ
が
り
、

筋
緊
張
性
頭
痛
に
似
た
痛
み
が
出

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

マ
ス
ク
を
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
長
時
間
に
わ

た
っ
て
使
用
し
て
い
る
人
に
、
特

に
多
く
出
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、「
片
頭
痛
」「
群
発

頭
痛
」
な
ど
が
一
般
的
な
種
類
で

す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
、
命
に
関
わ

る
病
気
が
関
係
し
て
い
る
怖
い
頭

痛
も
あ
る
の
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な

ど
で
し
っ
か
り
診
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

気
候
も
影
響
す
る

　

高
血
圧
や
低
血
圧
、
低
血
糖
に

よ
っ
て
も
、
頭
痛
を
感
じ
る
人
が

い
ま
す
。
ま
た
、気
候
や
天
気（
低

気
圧
）
に
よ
る
影
響
で
、
頭
痛
を

抱
え
る
人
も
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
、
日

常
的
に
頭
痛
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
日
本
臨

床
内
科
医
会
資
料
よ
り
）。

　

慢
性
的
な
頭
痛
の
中
で
、
最
も

多
い
の
は
「
筋
緊
張
性
頭
痛
」
で
、

　

誰
で
も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る

「
頭
痛
」。
薬
局
に
行
く
と
、
陳
列

棚
に
は
、
多
く
の
種
類
の
鎮
痛
薬

が
並
べ
ら
れ
、
テ
レ
ビ
で
は
、
頭

痛
薬
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
な
い

日
は
な
い
ほ
ど
で
す
。

　
「
た
か
が

0

0

0

頭
痛
」
と
軽
く
考
え
て
い
る
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
き
な

病
気
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
頭
の
痛
み
や
、長
く
抱
え
て
い
る
頭
痛
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
一
度
、
し
っ
か
り
検
査
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　
（
以
下
、
杉
山
医
師
）「
写
真
Ａ

は
、
脳
幹
部
に
食
い
込
ん
で
い
る

嚢
胞
性
腫
瘍
病
変
で
す
。
こ
れ
は

ま
れ
な
ケ
ー
ス
で
す
が
、
頭
痛
で

長
ら
く
悩
ま
れ
て
い
る
方
に
は
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
受
診
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
」

　
「
突
然
の
激
し
い
頭
痛
の
場
合
、

緊
急
性
が
あ
り
ま
す
。『
バ
ッ
ト

で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
』
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ

れ
は
く
も
膜
下
出
血
の
こ
と
が
多

く
、
命
に
関
わ
る
恐
ろ
し
い
頭
痛

　
「
片3

頭
痛
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

約
40
％
は
両
側
頭
部
に
頭
痛
を
感

じ
ま
す
。
ド
ク
ン
ド
ク
ン
す
る
拍

動
性
の
頭
痛
で
、
嘔
気
・
嘔
吐
を

と
も
な
い
、
光
や
音
に
敏
感
に
な

り
ま
す
。
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
よ

う
な
前
駆
症
状
を
自
覚
す
る
こ
と

が
多
く
、
脳
血
管
の
収
縮
や
拡
張

が
原
因
で
す
。
内
服
薬
は
ト
リ
プ

タ
ン
系
薬
剤
が
使
用
さ
れ
ま
す

が
、
服
用
に
は
病
院
で
の
処
方
が

必
要
に
な
り
ま
す
」。

　
頭
痛
を
発
症
、
ま
た
は
日
常
的

な
頭
痛
に
お
悩
み
の
方
は
、
茅
ケ

崎
中
央
病
院
で
ご
受
診
を
︱
︱
。

写真Ｂ

がんの転移巣
（脳転移）

嚢胞性腫瘍
病変

写真A
頭
痛
で
受
診
、頭
部
Ｃ
Ｔ
で

が
ん
の
脳
転
移
が
発
覚
し
た

❷

突
然
の
激
し
い
頭
痛
！

❸

片
頭
痛
に
つ
い
て

❹

     

「
健
康
に
関
す
る
お
悩
み
は
、

             

か
か
り
つ
け
医
が
お
聞
き
し
ま
す
」

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
菅
井
桂
雄 

院
長（
総
合
診
療
科
）

〜
日
本
医
師
会
が
普
及
率
を
調
査
〜

も
う
決
め
ま
し
た
か
？
か
か
り
つ
け
医

茅
ケ
崎
中
央
病
院

受
診
で
発
見
！
頭
痛
は
大
病
の
標
し
る
べ 

脳
神
経
外
科 

部
長
　
杉
山 

誠 
医
師

大
丈
夫
で
す
か
？
あ
な
た
の
頭
痛

取材協力
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